
 
 
 
 
■

■

■

□
本
號
口
繪

大
下
氏
の
分
は
何
れ
も
ワ
ツ
ト

マ

ン
九
ッ
切
の
ス
ケ
ツ
チ
よ
り
撮
り
し
も
の
、
磯

部
氏
の
分
は
O
W
紙
四
ッ
切
の
ス
ケ
ツ
チ
に
御

座
候

□
次
號
に
ば
ロ
ン
ド

ン
タ
イ
ム
ス
所
論
、

石
川

氏
譯

の
『
寫
眞
と
繪
畫

』
よ
題
す
る
講
話
、

大
下

氏
の
『
靜
物
寫
生
の
話
』
續
稿
を
出
す
筈
に
候

□口
繪
は
眞
野
紀
太
郎
氏
の
『
葉
鷄
頭
』
、
中
繪

は
松
岡
友
次
郎
氏
の
『京
の
涼
み
』
、
寫
眞
版
に

は太
平
洋
畫
會
展
覽

會
出
品
の
水
彩
畫
を

挿
入

可
致
候□

夏
期
講
習
會
は
、
廣
告
の
通
り

い
よ
い
よ
鎌

倉
と
决
定
致
候
。
本
年
迄
既
に
四
五
回
、
本
會

又
は
日
本
水
彩
畫
會
の
名
義
の
下
に
、
年
々
開

催
好
結
果
を

収
め
つ
ゝ
有
之
候

へ
共
、
開
會
前

の
準
備
、

會
場

の
交
捗
、

會
員
宿
所
の
選
擇
談

判
等
に
少
な
か
ら
ぬ
時
間
と
勞
力
と
心
配
と
を

要
し
候
に
付
、
或
は
本
年
限
り
に
て
廢
止
（
本

會
の
主
催
は

)
可
致
候
哉
も
難
斗
候
間
、
諸
君

も
な
る
べ
く
御
繰
合
せ
御
出
席
を
希
望
致
候

□
本
會
主
催
と
し
て
の
講
習
會
は
、

前
述

の
如

く
本
年
限
り
と
可
相
成
候
も
、
各
地
有
志
に
於

て
相
當
の
設
備
を
整

へ
て
御

申
越

被

下
候
は

ば
、
會

よ
り
は
講
師
を
出
張
致
さ
せ
可
申
候
。

□
昨
年
講
習
會

へ
御
出
席

の
方
は
、
重
に
關
西

地
方

に
住
居
致
さ
れ
候
事
な
る
が
、
今
年
は
チ

ト
遠
方
に
な
り
し
も
、
願
く
は
御
參
會
あ
り
た

く
、
繼
續

し
て
御
研
究
に
な
る
こ
と
は
大
な
る

利
益
な
る
べ
し
と
存
候

□
石
川
、

丸
山
、
大
下
諸
氏
の
共
著

『最
新
水

彩
畫
法
』
は
、

近
日

小
石
川

久
堅
町
成
美
堂
よ

り
發

行
致
す
筈

に
御
座
候
。
内
容
は
、

本
誌
初

號

よ
り
二

三
十
號
頃
迄
の
講
話
、

並
に
他
の
新

聞
雜

誌
に
講
説
せ

し
も
の
を
補
修
し
、
順
序
を

立
て
編
輯
致
候
も
の
に
て
、
理
論
及
技
術
の
二

方
面

に
渉
り
居
候
間
、
諸

君
を
益
す
る
こ
と
少

な
ら
ら
ざ
る
べ
し
と
存
候
。

本
誌
初
號

よ
り
御

所
持

の
方
と
雖

も
、
順
序
を

正
し
く
御
再
讀

あ

る
時
は
、

又
更

に
新
し
き
教
訓
に
接
す
る
の
思

ひ
あ
る
べ
く
、
本
書
を

求
め
ら
れ
候
も
决

し
て

重
複

の
憾
は
有
之
間
敷
候

 
 
 

近

事

△
五
月
三
十
日
、
臺
灣
總
督
府
中
學
校
に
於
て
、

石
川
欽

一
郎
氏
主
宰
の
下
に
水
彩
畫
展
覽
會
を

開
か
れ
た
り
、
作
者
及
出
品
數
は
、
石
川
欽

一

郎
（
二
十
三
點
）
、
花
園
世
師
（
四
點
）
、
小
熊
寅

之
助
（
五
點
)
、
渡
漫
竹
次
郎
（
四
點
)
、
松
崎
靜

祐
（

四
點

)
、小
早
川
守
（
三
點
)
、寺
田
信
良
（
三

點)
、湯
淺
直
松
（
二
點
)
、
入
汀
操
（
二
點
)
、
合

計
五
十
點

に
て
頗

る
盛
會
な
り
し

と
い
ふ
。
陳

列
作
品
、

並
び
に
陳
列
の
模
樣
、

會
員

の
寫
眞

は
次
號
に
掲
出
す
べ
し

△
日
本
水
彩
畫
會
研
究
所
に
於
け
る
七
月

二
十

六
日
よ
り
九
月
十
日
迄
休
課
中
の

一
切
の
事
務

は
春
鳥
會
に
て
取
扱
ふ
筈
な
り
 
 
 

△
土
佐
國
安
藝
町
、
九
十
九
洋
畫

會

に
て
は
、

四
月
十
六
日
よ
り
十

日
間
、
同
町
岩
井
氏
宅
に

展
覽
會
を
開
け
り
。

出
品
點
數

七
十
、

盛
會
な

り
し
た
め
第
二
回
を
九
月
上
旬

に
開
く

べ
き
計

畫な
り
と

い
ふ

△
長
野
市
大
門
町
松
花
堂
に
て
は
、
今
回
森
親

子
商
會
直
輸
入
の
ラ
フ
ヱ
ル
及

ニ
ユ
ー
ト

ン
商

會
の
水
彩
繪
具
の
取
次
販
賣

を
な
す

べ
し
と
い

ふ


